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儒学思想における貞操観と貞操牌坊 

文文学学博博士士  

魏魏  則則能能  著著 

中中国国儒儒教教のの貞貞操操観観  
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貞節理論の形成と男女倫理に関する伝統的学説 

第二章 

貞操観の社会実践―国家の貞節族と民間の貞節教育 

第Ⅱ部 貞節観の伝播と原因、節婦烈女の分類と統計 

第三章 

貞節観伝播のルートと貞節行為の原因分析 

第四章 貞節と節婦烈女 

第Ⅲ部 牌坊・貞節牌坊と貞節に関する論争 

第五章 徽州の牌坊 

第六章 徽州の貞節牌坊 
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本研究は、儒家貞節観の理論形成と社会実践の歴

史的変遷、伝播のルート、貞節行為の原因及び貞

節女性の実態を考察し、貞節観を称揚する徽州の

貞節牌坊の特徴、影響と興隆の原因などを明らか

にする、それを通じて、儒家伝統学の社会管理機

能を再検討しようとする試みである。 － 著者 


